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⚫ 青森県（弘前大学病院）
⚫ 岩手県（岩手医科大学病院）
⚫ 埼玉県（埼玉医科大学国際医療C）
⚫ 神奈川県（東海大学病院）
⚫ 石川県（金沢大学病院）
⚫ 福井県（福井大学病院）
⚫ 長野県（信州大学病院）
⚫ 大阪府（国立循環器病研究C）
⚫ 兵庫県（神戸大学病院、神戸中央市民病院）

令和５年度（第２回）脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業採択

１５自治体・１６病院

⚫ 奈良県（奈良県立医科大学病院）
⚫ 鳥取県（鳥取大学病院）
⚫ 広島県（広島大学病院）
⚫ 愛媛県（愛媛大学病院）
⚫ 佐賀県（佐賀大学病院）
⚫ 長崎県（長崎大学病院）

厚労省：第２期循環器病対策基本計画



厚労省 循環器病総合支援委員会

⚫ 病院単独で頑張るのではなく、地
域医療機関と連携して、都道府県
における情報提供・相談支援を充
実させてほしい
• 行政・医師会との連携
• 地域における多職種との連携

⚫ 相談支援の件数の多さを求めている
わけではない

⚫ 関係診療科だけではなく、病
院全体の活動としてほしい
• 病院幹部・事務部・多職種

の積極的関与
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主な協力機関

⚫ 国（厚労省・循環器病支援総合委
員会）

⚫ 埼玉県（疾病対策課）
• 埼玉県循環器病対策推進協議会

• 同・脳卒中部会
• 同・心臓部会

⚫ 埼玉県医師会

⚫ 日本脳卒中学会、埼玉脳卒中協会、
日本循環器学会 他
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埼玉医科大学国際医療センター 脳卒中・心臓病等総合支援センター
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対面およびメイル・Webを用いて相談可能なシステムを構築中
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所沢ハローワーク 企 業

（就労支援ナビゲーター）
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緩和ケアチーム

支持医療科医師
看護師
管理栄養士
社会福祉士

がん相談支援ｾﾝﾀｰ
（責任者：大西秀樹教授）

循環器病相談支援ｾﾝﾀｰ
（責任者：鈴木孝明副院長・心臓病ｾﾝﾀｰ長）

移植相談支援ｾﾝﾀｰ
（責任者：根本学教授）
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移植ケアチーム

各診療科医師
移植コ-ディネ-タ-
看護師
社会福祉士

脳卒中相談窓口
（室長：鈴木・脳卒中外科講師）

医師1名、看護師8名、事務1名
薬剤師2名、リハビリ療法士3名
社会福祉士1名

(脳卒中療養相談士6名）

心臓病相談窓口
（室長：森・心臓内科講師）

医師1名、看護師10名、事務1名
薬剤師2名、リハビリ療法士1名
管理栄養士1名、社会福祉士1名

(心不全療養指導士3名）
(人工心臓管理技術認定士3名）

入
退
院
支
援
調
整
部
門

先天性疾患支援
小児期・若年期・
移行期医療支援

小児心臓科・小児心臓外科
成人先天性心疾患センター

小児病院
（埼玉県立小児医療ｾﾝﾀｰ、他）

包括的患者相談・支援ｾﾝﾀｰ
（責任者：栗田浩樹、副院長・脳卒中ｾﾝﾀｰ長）

患者コールセンター（センター長：真下由美教授）

地域医療連携室（室長：真下由美教授）

医療福祉相談室（室長：大西秀樹教授）

国際診療支援部（部長：高橋秀寿教授）

連携・協働

院外
連携

基本コンセプト：支援戦略の統合化によるシームレスな支援
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主な事業内容と１年間の活動

１ 患者・家族からの相談支援窓口設置 (2022.10)

国際医療センターに通院していない県民も含め、患者・家族に対し、一体的な相談窓口を設置

窓 口：国際医療センター 脳卒中・心臓病等総合支援センター

（日高市山根1397-1）

Ｗ ｅ ｂ：https://saitama-hokatsu.com/nou-shin/consultation/

２ すべての県民を対象とした循環器病に関する情報提供・普及啓発

公開講座の開催（アーカイブ視聴可能）、県や県医師会が開催する県民向け公

開講座への講師派遣、患者・家族勉強会の開催（Web形式）など、予防や重症化

予防に向けた取組を行います。

３ 地域の医療機関への横展開

県内PSC core施設に設置が義務づけられた脳卒中相談窓口のとりまとめ役

心臓病診療施設に対する心臓病相談窓口の設置推進、とりまとめ役

医師会（かかりつけ医）との情報共有、研修会

→循環器病支援の県内均霑化
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脳卒中・心臓病総合支援センター専用HPの開設



便利なWEBでの相談を推奨（患者・家族・介護関係者）



・専用タブレット
・専用QRコード患者や家族への脳卒中関連動画の視聴

“いつでも、どこでも、なんどでも”

脳卒中の予防・発症時の対応と退院後の相談支援

厚生労働省委託事業による啓発動画

脳卒中とは何か、その予防や起こったときの対応まで
あなたの質問に、11本の動画でわかりやすく答えます

お父さん、
脳卒中って
知ってる？

お年寄りの
病気だろ？

第1話 脳卒中ってなに？

第2話 高血圧

第3話 糖尿病

第5話 脂質異常症

第4話 不整脈

第6話 たばこ

第7話 太り気味の人

第11話 一刻も早く 病院へ！

第10話 要介護状態や認知症

第9話 悪い生活習慣

第8話 塩分

脳卒中の予防について、

それぞれ、2～3分程度の

動画で解説しています。

脳卒中は、お年寄りにだけ起こる病気ではありません。

脳の血管の異常によって突然起こる病気です。

＊ 二次元コードを読み取って、動画をご覧下さい

制作・著作：一般社団法人日本脳卒中学会、公益社団法人日本脳卒中協会

これらの動画は、厚生労働省2 0 2 2年度「循環器病に関
する普及啓発事業委託費」によって制作されたものです。

★ これらの動画は日本脳卒中協会のホームページからもご覧になれます。
U RL：h t tp ://w w w .j s a -w e b .o rg /c i t ize n /8 5 .h tm l

2 0 2 3年●月作成

住環境の整備や車の
運転などについてお
話しします

自己管理や日々の注
意点についてお話し
します

退院後の費用や支援
についてお話しします

脳卒中で退院した後、

生活やリハビリはどうする？ 誰に相談したらいい？

あなたを支援するスタッフがく わしく 答えます

患者さん

患者さんの
奥さん

再発、お金、仕事
のことが心配で
した

後遺症や合併症
が心配です

脳卒中の薬は
なぜ続けるの
でしょうか?

患者さん

イントロダクション

生活期 第1話

生活期 第2話

医療ソーシャル
ワーカー

医師

作業療法士

生活期 第3話

脳卒中患者さんが自宅
に戻りました
〜生活期のことでお伝
えしたいこと〜

脳卒中のことでお伝え
したいこと

お金に関することでお
伝えしたいこと

これからの生活でお伝
えしたいこと

制作・著作：一般社団法人日本脳卒中学会、
公益社団法人日本脳卒中協会

これらの動画は、厚生労働省2 0 2 2年度「循環器病に関する
普及啓発事業委託費」によって制作されたものです。

＊ 二次元コードを読み取って、動画をご覧下さい

脳卒中の予防・発症時の対応と退院後の相談支援

厚生労働省委託事業による啓発動画

★ これらの動画は日本脳卒中協会の
ホームページからもご覧になれます。

h t tp ://w w w . j sa -w e b .o rg /p a t ie n t/5 18 1 .h tm l

2 0 2 3年●月作成

（約7分）

（約2 5分）

（約3 2分）

（約2 5分）

視聴回数
2022年10月-2023年3月：3094回 

2023年4月-9月：5138回
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主な事業内容と１年間の活動

１ 患者・家族からの相談支援窓口設置 (2022.10)

国際医療センターに通院していない県民も含め、患者・家族に対し、一体的な相談窓口を設置

窓 口：国際医療センター 脳卒中・心臓病等総合支援センター

（日高市山根1397-1）

Ｗ ｅ ｂ：https://saitama-hokatsu.com/nou-shin/consultation/

２ すべての県民を対象とした循環器病に関する情報提供・普及啓発

公開講座の開催（アーカイブ視聴可能）、県や県医師会が開催する県民向け公

開講座への講師派遣、患者・家族勉強会の開催（Web形式）など、予防や重症化

予防に向けた取組。

３ 地域の医療機関への横展開

県内PSC core施設に設置が義務づけられた脳卒中相談窓口のとりまとめ役

心臓病診療施設に対する心臓病相談窓口の設置推進、とりまとめ役

医師会（かかりつけ医）との情報共有、研修会

→循環器病支援の県内均霑化



埼玉県が実施する県民向け公開講座への協力
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市民公開講座 2023年2月4日㈯ 開催のパンフレット

12

今年度開催予定

2024年1月27日(土)
「救急医療の第一線」
・けが
・災害医療とDMAT
・頭部外傷の種類と緊急手術
・お年寄りに多い慢性硬膜下血種

2024年3月16日(土)
「脳卒中と心臓病」予定

後援：埼玉県、埼玉県医師会、7地区
医師会
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地域医療関係者への働きかけ（かわせみ教育カンファレンス）

主に看護師の地域医療連携を深め、特に医療依
存度の高い患者さんにシームレスなケアを提供
するための看護師間の連携強化を目指すべく、
2016年より開催している看護教育連携カンファ
レンス

13

今年度開催（実績）
【脳卒中】

日時：2023年10月27日㈮ 18時より 済

『脳卒中領域における地域連携とは

～活用しよう！「脳卒中相談窓口」』～

【心臓】

日時：2023年11月10日㈮ 18時より 済

『これぞシームレスなケア！

めざせ！オラが町の看－看連携』

方法：WEB配信



両立支援

「所沢ハローワーク」と

「埼玉産業保健総合支援センター」(新規) 

の協力

「所沢ハローワーク」
→ 病気を原因に職を失ってしまった方

への就職支援

「埼玉産業保健総合支援センター」
→ 就業中の方で治療を受けながら働き

たい方への両立支援

14
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主な事業内容と１年間の活動

１ 患者・家族からの相談支援窓口設置 (2022.10)

国際医療センターに通院していない県民も含め、患者・家族に対し、一体的な相談窓口を設置

窓 口：国際医療センター 脳卒中・心臓病等総合支援センター

（日高市山根1397-1）

Ｗ ｅ ｂ：https://saitama-hokatsu.com/nou-shin/consultation/

２ すべての県民を対象とした循環器病に関する情報提供・普及啓発

公開講座の開催（アーカイブ視聴可能）、県や県医師会が開催する県民向け公

開講座への講師派遣、患者・家族勉強会の開催（Web形式）など、予防や重症化

予防に向けた取組。

３ 地域の医療機関への横展開

県内PSC core施設に設置が義務づけられた脳卒中相談窓口のとりまとめ役

心臓病診療施設に対する心臓病相談窓口の設置推進、とりまとめ役

医師会（かかりつけ医）との情報共有、研修会

→循環器病支援の県内均霑化



2023年度：脳卒中相談窓口の展開

⚫ 2022年度まで
→PSC core (+一部のPSC) 施設に脳卒中窓口開設

⚫ 2023年度
（１）脳卒中相談窓口マニュアル疾患管理・予防(脳卒中相談窓口マニュアル)

に関する均一な情報提供（既存のコンテンツ）→全PSC施設
（２）脳卒中相談窓口設置機関の連携確立

PSC(39施設）、PSC core (14施設)責任者会議（2023.7.11, 2024.1.10)
  各施設の脳卒中療養相談士(MSW)の連携の会(2023.10.19)

（３）埼玉県（循環器病対策協議会）及び医師会との連携
                 埼玉県医師会・脳卒中地域連携研究会(2024.1.31)

 （４）郡市医師会との連携（急性期-回復期-療養期機関の連携、情報共有）

７地区医師会・在宅医療連携拠点会議(2023.11.17) 
⚫ 2024年度以降

生活面での患者支援（両立支援含む）



2023.10.19 MSW連携の会

⚫ 急性期病院（PSC/PSCコア）に所属、それぞれのエリアでネットワークを所有
⚫ 各ネットワークに存在する好事例等を共有

⚫ 集まった情報をモデル事業選定病院（国際医療センター）のHPへ掲載



北部保健医療圏・秩父保健医療圏心不全に関する連携研修会

目 的 ①医療従事者の質向上による医療の質の均てん化
② 医療機関同士の連携推進

対 象 北部保健医療圏・秩父保健医療圏の内科、循環器内科を標榜する病院・診療所のコメディカルスタッフ
※約270医療機関に通知

日 時 令和５年３月２４日（金） １８：００～１９：１５

方 法 オンライン（ZOOM）

講 師 埼玉県立循環器・呼吸器病センター 慢性心不全看護認定看護師、管理栄養士・心不全療養指導士

内 容 ○「埼玉県脳卒中・心臓病その他の循環器病対策推進計画について」 疾病対策課
○「心不全の症状、再発予防について」
○「心不全と付き合っていくための栄養アプローチ」
○質疑応答・連携に向けた意見交換

参 加 １４医療機関

アンケート
結果

『心不全の基本的な知識から患者指導、セルフケアまで幅広く学べた』
『外来で患者指導の参考にさせて頂く』
『地域の連携については、各医療機関と訪問看護・ケアマネと地域につなげる連携が必要だと思う』

2023年度：心臓病相談窓口の展開



埼玉県における脳卒中相談窓口・心臓病相談窓口のとりまとめ役

多職種地域連携心臓病相談窓口機関の連携

脳卒中・心臓病等総合支援センター (当院）

埼玉県循環器病対策推進協議会

埼玉県の循環器病対策推進計画に反映

窓口事業の方向性を示す

脳卒中相談窓口機関の連携 (PSC, PSC core)

循環器病支援センターの事業展開

循環病患者・家族への支援の均霑化
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その他の働きかけ、連携

⚫埼玉県内の小中高校の児童・学生・教員への働きかけ

✓ 埼玉県が新規採用する養護教諭向け研修

✓ 医師を目指す高校生の志を養成する研修

✓ 小学校PTA養護委員会家庭教育学級向け研修

⚫埼玉県内全消防署 救急隊への働きかけ

✓ 日本臨床救急医学会認定 脳卒中病院前救護 PSLS(Prehospital Life Support) （脳卒中）

✓ 埼玉県大動脈緊急症ネットワークの運用に係る研修会（心臓）

✓ 日本救急医学会公認 外傷病院前救護ガイドラインJPTECコース(Japan Prehospital Trauma Evaluation 
Care)

✓ 日本災害学会認定 多数傷病者対応MCLS(Mass Casualty Life Support)

⚫その他の施設との連携

✓ 埼玉県産業保健総合支援センターとの協定締結（両立支援コーディネーター派遣）

✓ 所沢ハローワークとの協定締結（就労支援ナビゲーター派遣）



協力・連携機関

⚫ 国 （厚労省・循環器病支援総合委員会）

⚫ 埼玉県（疾病対策課）

⚫ 埼玉県循環器病対策推進協議会（丸木雄一会長）

⚫ 同・脳卒中部会 / 同・心疾患部会

⚫ 埼玉県医師会（金井忠男会長）

⚫ 埼玉郡市医師会（７地区医師会）

⚫ 地域医療支援病院運営委員会（地域の医療連携）

⚫ 日本脳卒中学会 / 同・埼玉県脳卒中対策推進委員会

⚫ 日本循環器学会、日本心不全学会、日本心臓血管外科学会

⚫ 埼玉県看護協会、理学療法士会、栄養士会、介護支援専門員協会



地域モデルの構築（７地区医師会との連携：地域医療連携懇話会）

地域医療連携を深めるべく、年4回、7地区医師会
（所沢市・狭山市・入間地区・飯能地区・坂戸鶴ヶ
島・比企・秩父郡市医師会）会員、同エリアの介護
福祉関係先、これまでに医療・福祉連携があった先
へ開催案内を発信。2023年7月現在、全465先。
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今年度開催（実績・予定）

【脳卒中】

日時：2023年 9月13日(水) 19時 済

【心臓】

日時：2023年12月13日(水) 19時

日時：2024年 3月27日(水) 19時
方法：WEB配信



⚫ モデル事業は、予防、急性期、慢性期、在宅まで網羅した患者支援を目指す

⚫ 在宅医療連携拠点の活動は、「在宅医療・療養・介護に関する相談支援」「市民向けACP普及啓発」

「医療・介護関係者への研修（在宅緩和ケア含む）」「各種連携会議の開催」など、多岐

⚫ 拠点では急性期への介入はほぼない。疾患別の連携は考えにくい（担当患者がたまたま循環器病）

⚫ 拠点の役割は、「個々の患者さんの担当」より、むしろ「機関同士をつなぐ役割」がメイン

⚫ コーディネーターからのアンケート情報の収集

⚫ 在宅医療連携拠点とのネットワーク構築を依頼

リハビリ、緩和ケアに関する地域連携勉強会

過去に開催した市民公開講座のアーカイブ配信の利用

地域モデルの構築（７地区医師会との連携：在宅医療連携拠点会議(2023.11.17）
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まとめ

⚫2023年度、埼玉県（国際医療C)が循環器病支援モデル事業に採択

⚫目標は県内全域で均一で良質な脳卒中/心臓病患者・家族への支援提供

⚫包括的患者支援センター内の一部門として稼働（患者支援戦略の統合化）

⚫医療機関、介護・福祉施設との連携を強化し、地域モデルを確立

→各PSC/PSC core施設で応用

⚫三大疾病の重複に対応可能な埼玉モデルの構築が目標

課 題

⚫脳卒中・心臓病等総合支援センター（国際医療C）の県民、医療/介護従事者への周知

⚫県民（啓蒙活動）、医療・介護従事者への継続的な教育



県へ継続的支援を依頼



ご清聴ありがとうございました。

PSC/PSC core施設の先生方のご支援が必要不可欠です。

ご指導宜しくお願い申し上げます。
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